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特別養護老人ホーム 陽光の里 

ユニット型特別養護老人ホーム 陽光の里こもれび 
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① 現在の特別養護老人ホームの入居要件（どのような方が入居出来るのか）について･･･ 

 平成 27 年 4 月より、介護保険法が改正され、特養に入居できるのは、原則として要介護 3 以

上の方となっております。 

ただし、要介護 1 や要介護 2 の方であっても、下記の、“特例入居の要件”に該当される方に

おいては、特例的に入居できます。 

項 目 視 点 判 定 基 準 

①入居申込者の

心身の状況 

常時の介護の必要性 認知症又は、知的障害・精神障害等を伴い、日常生

活に支障を来たすような症状・行動（BPSD）や意

思疎通の困難さ等が頻繁に見られる。 

②在宅生活にお

ける状況 

在宅生活における安全・安

心の確保 

家族等による深刻な虐待が疑われること等により、

心身の安全・安心の確保が困難である。 

③家族の状況及

び在宅生活の可

能性 

在宅生活に必要な家族の介

護力、介護者の日常生活へ

の影響度 

単身世帯である、同居家族が高齢又は病弱である等

により、家族等による支援が期待できず、かつ、地

域での介護サービスや生活支援の供給が十分に認め

られない。 

 特例での入居をされる際は、その方の保険者(市町村)にも、意見を伺うこととなっております。

その意見も踏まえながら、施設の入居判定委員会にて、特例入居に該当するか否かの判断を行う

流れとなります。 

 

② 施設の特徴等について･･･ 

陽光の里には、2 つの介護老人福祉施設があります。 

（ユニット型介護老人福祉施設 陽光の里こもれび）（介護老人福祉施設 陽光の里） 

建物は、繋がっておりますが、介護保険法上、別々の施設となります。 

それぞれの施設の事業内容等を説明します。 

 

 ユニット型介護老人福祉施設 陽光の里こもれび 

定員数：30 名   

居室→全室個室。30 床。(1 ユニット 10 床×3 ユニット) 

居室タイプ名→ユニット型個室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 介護老人福祉施設 陽光の里 

定員数：60 名(長期入居 50 名・短期入所 10 名) 

居室→1 人部屋×8 室 ・ 2 人部屋×5 室 ・ 3 人部屋×2 室 ・4 人部屋×9 室 

１０人をひとつの生活単位（＝ユニット）として、台所・食堂・浴室（個浴）などの共用スペー

スが併設されています。※洗面所やトイレは個室にある場合と、共用の場合があります。 

入居者１名に対し職員を 2：1 で固定配置し、顔なじみの職員からのケアを受けることができま

す。また、職員を固定配置することで、入居される方の細かい情報を収集することが可能で個別

に希望に沿ったケアが受けやすい環境となります。なお費用については、“料金について” を

ご参照ください。 



※ 居室については、長期入居者 50 名と短期入所利用者 10 名にて、使用致します。 

居室タイプ名：2～4 名部屋→多床室 

個室→従来型個室(個室 8 室の内、2 室については、居室面積の関係で、多床室料金となり

ます。) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 料金について･･･ 

○ 利用料金については、別紙の通りとなります。 

 

④ 入居申込書について･･･ 

入居申込については、“様式 1：陽光の里入居申込書”に、必要事項を記入し、提出をお願いします。 

記入に当たっては、別紙記入例、または、次の項目を確認下さい。 

※1 申込希望事業所 

 入居を希望する施設にチェック をお願いします。それぞれの施設にて、待機者管理となります。 

 両方の施設に申込をしたい場合につきましては、両方にチェック をお願いします。 

※2 入所申込者 

 各項目の内容に添って、入居の対象となる方の、氏名・生年月日・住所・介護保険関係・現在の

居住地等を記入下さい。 

※3 家族・申込者 

 記載されたご家族へ、施設より、入居に関する連絡を行うこととなります。 

※4 居宅介護支援事業者 

 入居の対象となる方の、居宅介護支援事業所名と担当ケアマネ名を記入して下さい。 

 施設等に入所されている場合は、施設の担当者名を記入して下さい。 

※5 他施設の申込状況 

 陽光の里以外の施設に申込をしている場合・申込を予定している場合のみ記入をお願いします。 

※6 入居希望時期 

 在宅生活が困難となり、陽光の里への入所が、今すぐにでも必要と思われる場合・半年間の間に、

入所を希望する場合は、“今すぐ、もしくは、数ヶ月の内に、入居したい。”にチェック を。 

 それ以外の場合は、“今すぐの入居は考えていない。とりあえず、申込をしておきたい。”にチェ

ック を。 

※7 入所を希望する理由 

 入居希望時期にて、“今すぐ、もしくは、数ヶ月の内に、入居したい。”にチェック された方は、

該当する項目すべてに、チェック をお願いします。 

個別支援の充実を目指し、大きく 3 つに生活空間を分けて支援を行っています。しかし、ユニッ

ト(こもれび)と比較すると、生活単位の入居者数が多くなります。職員の配置も、入居者１名に

対し職員を 3：1 での配置となりますので、ユニット(こもれび)より、職員の配置が少なくなりま

す。 

また、機能訓練室、食堂、浴室、談話室、洗面所、トイレなどは、共同（集団で使う）のが設け

られています。 

居室は、多床室(2～4 名の相部屋)と個室があります。それぞれ、料金にも違いがあります。費用

については、“料金について” をご参照ください。 



 入居希望時期にて、“今すぐの入居は考えていない。とりあえず、申込をしておきたい。” にチ

ェック された方は、記載不要です。 

 

※8 特例入所の要件に関する事項 

 「要介護 1」「要介護 2」の方で、入居希望時期にて、“今すぐ、もしくは、数ヶ月の内に、入居

したい。”にチェック された方は、該当する項目すべてに、チェック をお願いします。 

 「要介護 3」「要介護 4」「要介護 5」の方や、入居希望時期にて、“今すぐの入居は考えていない。

とりあえず、申込をしておきたい。” にチェック された方は、記載不要です。 

※9 説明確認及び同意欄 

 申し込みをされた、全ての方において、記載内容をお読み頂き、署名捺印をお願いします。 

   

⑤ 申し込みされてから、実際に入居になるまでについて･･･ 

○ 入居申込書にて、“今すぐ、もしくは、数ヶ月の内に、入居したい。”との意向があられる場合･･･ 

１ 担当の介護支援専門員（ケアマネジャー）や、施設に入居されている場合は、その施設の担当

者の方に、情報提供書の作成を別紙“情報提供書作成依頼書”にて、依頼致します。 

２ 「要介護 1」「要介護 2」の方で、“今すぐ、もしくは、数ヶ月の内に、入居したい。”との意向

があった場合、“特例入居の要件に該当するか否か”の検討が必要となります。 

保険者市町村に、意見を伺うこととなっております。 

３ 入居申込書・情報提供書（「要介護 1」「要介護 2」の場合は、保険者市町村からの意見書も）が

揃った後、入居判定委員会にて、優先度等について検討。検討内容を元に、入居優先順位名簿

を作成致します。 

４ 入居優先順位名簿順に沿って、各事業所毎に、空床発生したら、随時、入居となります。 

 

○ 入居申込書にて、“今すぐの入居は考えていない。とりあえず、申込をしておきたい。”との意向が

あった場合･･･ 

１ 入居申込受付簿に、申込順に記載。 

２ 状態変化等に伴い、入居の必要性が出た場合は、随時連絡をお願いします。 

連絡を頂いた後に、担当の介護支援専門員(ケアマネジャー)等へ、情報提供書の作成を依頼しま

す。要介護 1・2 の方については、保険者市町村へ、“特例入居の要件に該当するか否か”の意

見を伺うなどし、検討を行います。 

３ 情報提供書（「要介護 1」「要介護 2」の場合は、保険者市町村からの意見書も）が揃った後、入

居判定委員会にて、優先度等について検討。 

入居優先順位名簿の作成を行います。 

４ 入居優先順位名簿順に沿って、各事業所毎に、空床発生したら、随時、入居となります。 

 

○ その他、フローチャートも参照下さい。 

 

※ お願い･･･ 

 申し込まれた方の、状況に大きな変化があった場合は、随時連絡をお願いします。 

優先順位の再検討等を行っていきます。 

陽光の里より、随時、状態確認を行っていくのも、限界があります。ご協力をお願い致します。 



 他の特別養護老人ホームや最後まで介護支援提供の保障が確約される施設への入所が決まった場合

は申込をご辞退ください。 

 待機期間中に入所予定者が死亡した場合は、速やかにご連絡ください。 

 待機期間中に特別な医療処置が必要となった場合はご相談ください。 

 

⑥ その他･･･ 

１ 両施設共に、医師は常駐しておりません。また、施設看護師は夜勤配置していません。 

２ 緊急時は病院のように迅速に医療処置等ができません。 

３ 特別な医療処置等が必要になり、入所者の生命及び生命維持の保障ができなくなった場合は退所

を依頼することがあります。 

４ 洗濯物は家族がする必要はありません。ただし病院へ入院した場合は除きます。 

５ 栄養士の献立にある食事については介護保険法で定められた金額を頂きます。なお、それを超え

たものについては自己負担となります。その他有料となるものについては随時同意を得ます。 

６ 入居後、両施設間での、移動は出来ません。 

７ 居室については施設内の衛生管理、感染症管理その他環境管理等を考慮して変更する場合があり

ます。 

８ 当施設は看取りをすることが可能です。それを希望する場合、主治医からの説明立会いや最終ス

テージ時期での 24 時間付き添いが必須条件となります。 

９ 入所される方の医療的治療方針や生活上の介護や購入品等について、本人が選択できない状態の

場合必ず身元引受人に決定していていただく必要があります。仮に身元引受人以外の直系家族等

から相談ある場合、内容によっては対応できかねます。家族（兄妹等）で意見に相違がある場合、

施設は身元引受人との協議で決めたことを重点的に受け止めます。 

１０病院受診等で主治医より説明があるなど、家族の立会いの必要性を施設が判断した場合、ご協力

ください。 

１１入居が決まった場合、契約となります。その場合、保証人を１名立てていただきます。 

１２入居した後で、要介護度が、要介護 1・2 になった場合、基本的には退居となります。入居継続

を希望される場合は、保険者市町村へも、意見等を聞きながら、特例入居の要件に該当するか否

かの検討を行うこととなり、該当しない場合は、退居となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



 



 

 

 

 



 



 

 



 



 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


